
就労支援事業収入 108,758,000 109,466,442 △ 708,442
障害福祉サービス等事業収入 1,488,078,000 1,490,107,629 △ 2,029,629
経常経費寄附金収入 1,366,000 2,744,930 △ 1,378,930
受取利息配当金収入 64,000 59,031 4,969
その他の収入 18,825,000 19,148,440 △ 323,440

事業活動収入計(1) 1,617,091,000 1,621,526,472 △ 4,435,472
人件費支出 1,041,841,165 1,027,152,920 14,688,245
事業費支出 160,786,450 151,971,044 8,815,406
事務費支出 164,017,200 149,690,950 14,326,250
就労支援事業支出 182,123,000 176,312,961 5,810,039
支払利息支出 1,484,000 1,476,191 7,809
その他の支出 624,000 571,830 52,170
流動資産評価損等による資金減少額 11,610 11,610 0

事業活動支出計(2) 1,550,887,425 1,507,187,506 43,699,919
66,203,575 114,338,966 △ 48,135,391

施設整備等補助金収入 146,454,000 147,211,650 △ 757,650
施設整備等寄附金収入 11,000,000 11,150,000 △ 150,000
設備資金借入金収入 69,000,000 69,000,000 0
固定資産売却収入 5,900 △ 5,900

施設整備等収入計(4) 226,454,000 227,367,550 △ 913,550
設備資金借入金元金償還支出 16,680,000 16,680,000 0
固定資産取得支出 310,445,000 307,470,708 2,974,292

施設整備等支出計(5) 327,125,000 324,150,708 2,974,292
△ 100,671,000 △ 96,783,158 △ 3,887,842

積立資産取崩収入 8,057,978 7,106,490 951,488
その他の活動による収入 412,000 412,000 0

その他の活動収入計(7) 8,469,978 7,518,490 951,488
積立資産支出 117,895,000 117,314,616 580,384
その他の活動による支出 155,000 155,000 0

その他の活動支出計(8) 118,050,000 117,469,616 580,384
△ 109,580,022 △ 109,951,126 371,104

予備費支出(10) 11,850,000 11,138,835
△ 711,165

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 155,186,282 △ 92,395,318 △ 62,790,964

前期末支払資金残高(12) 882,628,225 882,628,225 0
当期末支払資金残高(11)+(12) 727,441,943 790,232,907 △ 62,790,964

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)

―

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

そ
の
他
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活
動
に
よ
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支
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業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入
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備
等
に
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支

収
入

支
出

収
入

支
出

就労支援事業収益 109,466,442 106,773,152 2,693,290
障害福祉サービス等事業収益 1,490,107,629 1,446,694,504 43,413,125
経常経費寄附金収益 2,744,930 1,901,117 843,813

サービス活動収益計(1) 1,602,319,001 1,555,368,773 46,950,228
人件費 1,029,963,718 975,308,846 54,654,872
事業費 150,538,477 144,494,018 6,044,459
事務費 149,693,210 146,829,990 2,863,220
就労支援事業費用 184,155,890 176,213,163 7,942,727
減価償却費 110,274,233 105,190,826 5,083,407
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 40,613,905 △ 38,606,565 △ 2,007,340
徴収不能額 11,610 11,610

サービス活動費用計(2) 1,584,023,233 1,509,430,278 74,592,955
18,295,768 45,938,495 △ 27,642,727

受取利息配当金収益 59,031 61,005 △ 1,974
その他のサービス活動外収益 19,133,090 8,602,518 10,530,572

サービス活動外収益計(4) 19,192,121 8,663,523 10,528,598
支払利息 1,476,191 1,571,000 △ 94,809
その他のサービス活動外費用 521,480 490,690 30,790

サービス活動外費用計(5) 1,997,671 2,061,690 △ 64,019
17,194,450 6,601,833 10,592,617
35,490,218 52,540,328 △ 17,050,110

施設整備等補助金収益 147,211,650 49,986,000 97,225,650
施設整備等寄附金収益 11,150,000 500,000 10,650,000
固定資産受贈額 134,200 134,200
固定資産売却益 5,899 5,899
その他の特別収益 676,924 1,236,876 △ 559,952

特別収益計(8) 159,178,673 51,722,876 107,455,797
基本金組入額 11,000,000 11,000,000
固定資産売却損･処分損 64,863 5 64,858
国庫補助金等特別積立金積立額 147,211,650 49,986,000 97,225,650
その他の特別損失 73,833 △ 73,833

特別費用計(9) 158,276,513 50,059,838 108,216,675
902,160 1,663,038 △ 760,878

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 36,392,378 54,203,366 △ 17,810,988
前期繰越活動増減差額(12) 1,483,061,276 1,434,954,858 48,106,418
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 1,519,453,654 1,489,158,224 30,295,430
基本金取崩額(14)
その他の積立金取崩額(15) 2,754,148 2,754,148
その他の積立金積立額(16) 110,000,000 6,096,948 103,903,052

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 1,412,207,802 1,483,061,276 △ 70,853,474

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

特
別
増
減
の
部

収
益

費
用

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)
経常増減差額(7)=(3)+(6)

特別増減差額(10)=(8)-(9)

サ

ビ
ス
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動
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サ
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外
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越
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動
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減
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流動資産 1,058,125,198 994,729,449 63,395,749 流動負債 343,846,439 188,153,224 155,693,215
現金預金 641,649,315 735,420,282 △ 93,770,967 事業未払金 183,090,667 16,995,199 166,095,468
事業未収金 258,168,004 248,701,942 9,466,062 １年以内返済予定設備資金借入金 18,159,000 16,680,000 1,479,000
未収金 2,520 2,520 0 未払費用 74,626,639 73,328,065 1,298,574
未収補助金 145,999,188 951,510 145,047,678 預り金 3,120,263 10,736,947 △ 7,616,684
未収収益 16,859 17,704 △ 845 職員預り金 5,355,510 9,707,893 △ 4,352,383
商品・製品 58,806 22,143 36,663 前受金 0 190,120 △ 190,120
立替金 3,850,575 1,318,399 2,532,176 賞与引当金 59,494,360 60,515,000 △ 1,020,640
前払金 5,582 5,582
前払費用 6,146,486 6,062,973 83,513
仮払金 2,227,863 2,231,976 △ 4,113

固定資産 2,677,948,577 2,380,416,215 297,532,362 固定負債 352,329,919 299,282,364 53,047,555
 基本財産 1,869,880,952 1,710,882,957 158,997,995 設備資金借入金 278,586,000 227,745,000 50,841,000
土地 247,167,392 241,870,392 5,297,000 退職給付引当金 73,743,919 71,537,364 2,206,555
建物 1,622,713,560 1,469,012,565 153,700,995 696,176,358 487,435,588 208,740,770

 その他の固定資産 808,067,625 669,533,258 138,534,367
建物 17,788,055 20,955,116 △ 3,167,061 基本金 346,928,266 335,928,266 11,000,000
構築物 72,025,865 57,191,651 14,834,214 第１号基本金 308,912,982 297,912,982 11,000,000
機械及び装置 1,685,018 2,347,430 △ 662,412 第３号基本金 38,015,284 38,015,284 0
車輌運搬具 16,422,712 15,361,933 1,060,779 国庫補助金等特別積立金 723,661,669 618,866,706 104,794,963
器具及び備品 59,521,599 43,121,973 16,399,626 その他の積立金 557,099,680 449,853,828 107,245,852
権利 1,652,178 1,820,402 △ 168,224 人件費積立金 13,000,000 13,000,000 0
ソフトウェア 891,294 795,014 96,280 備品等購入積立金 1,599,000 1,599,000 0
投資有価証券 10,000 10,000 0 施設整備等積立金 531,000,000 421,000,000 110,000,000
退職給付引当資産 73,743,919 71,537,364 2,206,555 工賃変動積立金 3,965,800 4,573,000 △ 607,200
人件費積立資産 13,000,000 13,000,000 0 設備等整備積立金 7,534,880 9,681,828 △ 2,146,948
備品等購入積立資産 1,599,000 1,599,000 0 次期繰越活動増減差額 1,412,207,802 1,483,061,276 △ 70,853,474
施設整備等積立資産 531,000,000 421,000,000 110,000,000 (うち当期活動増減差額) 36,392,378 54,203,366 △ 17,810,988
工賃変動積立資産 3,965,800 4,573,000 △ 607,200
設備等整備積立資産 7,534,880 9,681,828 △ 2,146,948
差入保証金 3,733,000 3,990,000 △ 257,000
長期前払費用 3,019,255 2,107,737 911,518
リサイクル法預託金 475,050 440,810 34,240 3,039,897,417 2,887,710,076 152,187,341

3,736,073,775 3,375,145,664 360,928,111 3,736,073,775 3,375,145,664 360,928,111

資産の部
当年度末 前年度末 増減

負債の部
当年度末 前年度末 増減

資産の部合計

負債の部合計
純資産の部

純資産の部合計
負債及び純資産の部合計
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法人単位事業活動決算書

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

法人単位貸借対照表

法人単位資金収支決算書 ( 自 )令和 2年 4月 1日 (至 )令和 3年 3月31日( 自 ) 令和 2 年 4 月 1 日 ( 至 ) 令和 3 年 3 月 31日
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Topics / 最新の出来事轍【わだち】
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車が通ったあとに残る輪の跡と
いう意味から、「先人たちが築
いてきたものを大切にしなが
ら、未来へとつないでいく」と
いう思いを込めてつけました。
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印　刷：川北印刷株式会社
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取り組み報告

障害者の暮らしぶりを紹介

福祉で頑張る人たち

障害者の光る感性

支援者からのメッセージ

/
/
/
/

ご意見・ご感想
機関紙「わだち 轍」に関するご意
見・ご感想などございましたら、
下記連絡先までお寄せください。
いただいた貴重なご意見を今後の
機関紙づくりの参考とさせていた
だきたいと思います。

社会福祉法人 
高知県知的障害者育成会
TEL　088-855-3717
FAX　088-855-6181
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「サバンナのシマウマ」尾原幸恵
「一」深田秀一 「○」島崎達也
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「煙草は吸わない
　　　けれど灰皿」上田泉

「パンのコーナー」笹岡政代

「百面相」宮田千代

「geometry」松岡昌美

「糸が立ったら」矢野仁一「どう見てもかぼちゃ」黒原清子

「銀河のかけら」鍵山雪絵

「宇宙の神様」笹岡政代

人生楽しんだ者勝ち！～笑顔で免疫UP～

　コロナ禍が続く中、パワーズ山田では少しでも皆さ
んに「笑顔を届けたい」「笑っていてほしい」「楽しみを
持って頂きたい」と思って日々活動を提供しています。
　ＧＷ前に「ハイキング＋お楽しみ会」を予定していま
したが…ノロウイルスの発生によりハイキングは中止
となりました。今回の感染症を受けて、日頃から何が大
切か？利用者の方々と話をすると、皆さんからは「手洗
い～」「うがい～」との声が多く上がりました。
　そこで、5月14日「手洗い学習」とハイキング時に
予定していた「お楽しみ会」を開催しました。看護師に
よる「手洗い学習」ではイラストによる説明と実践を行
い皆さん 85 点～
100 点の高得点を
頂きました。これか
らも意識的に手洗い
に取り組めるよう支
援していきます。

　「お楽しみ会」では職員のギター演奏などで、皆さん
笑顔あふれる楽しい時間を過ごすことが出来ました。
今回、改めて「手洗い」の重要性を感じました。
　免疫力を上げるには「規則正しい
食事」「良質な睡眠」「ストレスを
溜めない」「笑顔」が大切に
なってきます。
　今後も一人ひとりの声を大
切に笑顔あふれる活動を提供
していきたいと思います。

高知県庁に就職しました♪ 神野　望さん

　市立養護学校卒業後、作業所ひまわりを 6年間利用し、令和 3年 4月念願の
高知県庁障害福祉課に採用された神野望さんを紹介します。
　作業所ひまわりが運営するカフェゾネ県庁店は、熱心な仕事ぶりを職員の方
に見ていただけるアピールの場所です。
　就職して 2か月が経ち、ご本人にインタビューさせていただきました。

●Q. 仕事は慣れましたか？
　「慣れてはない。書類整理やシール貼り、シュレッダーかけ等、
　色 な々ことをせんといかんけど楽しい。忙しくて、時間が経つの
　が早い。」

●Q. 最初は緊張して疲れたと思いますが、
　　今はどうですか？
「職員の方が、親切で優しく教えてくれるので、頑張ろうと思う。
　大人になったね。出来るねと言ってくれた。うれしい。」

●Q.グループホームでの一人暮らしは、
　　すすんでいますか？
「グループホームで体験利用をして、気に入ったら
入居するよ。」

●Q. 就職して良かったですか？
「良かった。」

●Q. 夢がありますよね？教えてもらってもいいですか？
「一番は、大好きな BTS のコンサートにお母さんと一緒に
　行くこと。次に、県外の甥っ子に会いに行きたい。三つ目
　は、グループホームに入って一人暮らしをする。」

夢に向かって、一歩一歩前進している神野さん。いつまでも応援しているよ‼　作業所「ひまわり」職員一同

「パワーズ山田」　尾立　有里子

「お楽しみ会（楽しみました）」

「手洗い学習」
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Report

育成会
　美術館

Art

Spri t  Art

　令和3年3月末をもって退職致しました。
　昭和 62 年 8 月に産休代替え職員としてかがみの育成園に勤務さ
せていただいたのが最初でした。在職中は大きな事故もなく、上司・
先輩・仲間に恵まれ色々助けていただきながら 33 年 7 か月間努め
ることが出来ました。ひとえに皆様のおかげと感謝しています。
　以前は利用者さんも若く度々無断外出があり、夜間何度も探しに
来たことでした。職員間のチームワークもよく、先輩からの厳しい教
えもありましたが、今では楽しい思い出です。
　利用者さんとは病気や事故で悲しい別れもありましたが、その時
に出来る精一杯のことを心掛け、みんなで心一つに努めてきました。
今思えばとても充実した日々でした。
　70 歳になり気力・体力の衰えを感じるようになりました。これからは、若い人に頑張ってもらい少し
ゆっくりしようと思っています。
　コロナ禍で、外出や帰宅が出来ない厳しい状況が続いていますが、皆で力を合わせて育成会を盛り立て
ていって下さい。行事や外出等楽しい生活が一日も早く戻ってくることを願っています。
　育成会の益々のご発展と皆様のご健康、ご活躍をお祈り致します。長い間、有難うございました。

多機能事業所「アオ」 管理者　上岡　敬

山岡　達代

かがみの育成園

　令和３年４月29日、多機能事業所「アオ」の新築落

成式が執り行われました。多くの皆さまのお力添えを

頂きこの日を迎える事ができました。利用者や保護者

（後援会）、職員他多くの思いが叶った瞬間でした。本当

にありがとうございました。本来であれば、関係者一

同、餅投げや大祝宴で感謝の意を表すのでありますが、

コロナ禍により今は叶いません。来たる日を待ちたい

と思います。　

　多機能事業所「アオ」は近い将来起こるであろう南海

トラフ大地震の津波災害を避けるため、津波浸水予想

区域である古津賀地区を離れて、四万十市街地で事業

展開を図ることになりました。施設移転計画から足掛

け6年が経過していました。

　工事概要は木造一部2階建て、敷地面積が2394.61㎡、

延べ床面積が799.81㎡、木をふんだんに使った落ち

着きのある建物となっています。

　附帯設備としてまず挙げられるのは、B 型作業の中

心である弁当製造用の厨房です。作業場が広くなり、機

器が揃い、動線も整ったことで、より働きやすくなり衛

生管理も遥かに向上しました。更に利用者の専用食堂、

テラス、休憩室やロッカースペースを設ける等、快適な

空間を味わって頂けると思います。

　また、職員室（ライフサポート「中村」との共同利用）、

相談室、医務室、多目的室も充実し申し分無い環境が整

いました。

　先行して移転した中村通勤ホームとの連携による就

労・生活支援や、地域の障害者の就労の場としての役

割も大きく B 型支援での福祉就労はもちろんの事、就

労移行支援による一般就労や就労後の定着支援への一

体的な利用が期待できます。

　２階の会議室は今後、四万十市と協定を結び発災時

には四万十市福祉避難所（30名規模）として機能する

予定です。利用者が安心・安全に働ける、このように素

晴らしい建物ができましたので、これからも今以上に

中身を充実していかなければなりません。早く地域の

一員として認めて頂けるよう、そして障害者就労事業

所としての役割を全うできるよう、利用者・職員一丸

となって進んで参りますので、皆様、今後ともよろしく

お願い致します。

多機能事業所「アオ」竣工について

多機能事業所「アオ」
●四万十市中村一条通 4丁目 5番 23 号
●営業日 ・月～金曜日　●営業時間・8：15～16：00
●TEL・0880-34-6670　FAX・0880-35-3590
●Ｅ-mail ・rapo-ru@ec5.technowave.ne.jp

退職の挨拶

新しい職員の紹介

　今年度より２寮で勤務させ
ていただいております。未経
験の職種ですが、精一杯頑張
りたいと思いますのでよろし
くお願いします。

２寮　　篠﨑　柊
　障害者の方と関わる仕事は
経験がなく、初めての事だら
けで試行錯誤の毎日を過ごし
ています。先輩方に教わりな
がら、精進していきたいと思
います。

３寮　　平山　歩
　福祉の経験は無いですが、
前の営業職でのお客様対応を
活かして一日でも早く利用者
さんから信頼されるような職
員を目指します。利用者さん
に素敵な生活を送っていただ
けるよう努めていきます。

４寮　　坂本　駿
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我が町に聖火がやってきた できると信じる事
　私は数年前、事業所 SORAがまだ、福祉工場かがみ

のと呼ばれていたころに支援員として働くようになり

ました。

　その頃の森田さんの作業に対する姿勢や作業精度は

特別高いといえるものでもなく、私から見て、支援の必

要性を感じる点がありました。また、精神的にも多少も

ろいところがあるように感じられました。しばらく支

援をしている中、ある時、はたと気が付いたことがあり

ました。こちらが森田さんを『できる』と信じていない

から、成長しない・できないのではないか？と。

　ピグマリオン効果という言葉を思い出したのはそん

な時でした。簡単に言えば、相手に対する期待が、相手

に良い影響や悪い影響を与える事です。人は、他者から

期待されれば成長しやすくなる性質を持っている、と

言い換えてもよいでしょう。

　そのことに気づいてからは、単純に『できない』と思

うのではなく、『できるようになる』とプラスに考える

ようになりました。こちらが『できると信じる事』その

ものが足りなかったのでは？と思ったからです。

　　それからは、後ろ向きな言葉をあまり言わなくな

り、前向きな言葉をかけるようになりました。失敗して

も、『今はできなくても、できるようになる』と信じて。

　現在の彼は、ワックスの塗り方、三宝荘のトイレ清掃

など積極的に作業を覚えようと挑戦し、作業の繰り返

しにより腕を上げ、様々な作業場所に適応しつつあり、

ここ最近では一番の成長株であるといえます。

　自分の見方が変わったことが、それほど影響したか

どうかは定かではありませんし、森田さんの成長のほ

とんどは彼自身の力であると私は信じています。ただ、

成長するのを妨げていたこちらの態度を改めた事は少

ないながら関係があったのではとも思っています。

　森田さん自身、まだ、にがてな事や、作業精度におい

て他の社員に追い付いていないところもあります。し

かし、逆に言えば成長の余地があると言い換えること

もできると思います。

　こちらの見方を変える事、ただちょっと『できる』と

信じることで、できないことを克服し、成長し続け、仲

間を助けられる、そんな期待を裏切らない、頼もしい社

員になってくれるのかもしれません。

　森田さんの成長は彼自身の物ではありますが、その

成長を見せられるたび、『期待していて良かった』と思

います。

　今年は、東京2020オリンピックの開催が予定され

ており、開会に先立ち日本全国を聖火が巡っています。

4月19日には高知県へも運ばれて来ました。

　私は香美市の聖火リレーサポートランナーとして参

加させていただきました。参加条件は、【誰かの希望や

支えになる存在】【共生社会を体現する存在】であるこ

とです。多様性に富んだリレーにするために幅広い分

野から選定されます。就労継続支援 A型 SORA の國廣

峰司さんも選ばれており一緒に走ることができまし

た。

　私が聖火ランナーに応募した動機は、以前、体育教師

をしていた時に、夫と共に生徒を家に預かり、スポーツ

選手の育成を行っていました。その生徒の中から２名

がオリンピック代表候補選手になっています。短い年

数ではありましたが、その生徒の人生に関わることが

できた感謝の想いを応援としてお返ししたいと思った

からです。
　また、現在は人と社会をつなぐ大切な仕事に就くこと

ができ、新たな世界の仲間と出会えたことに日々楽しみ

を感じています。過去も現在も私が自分らしく生きてい

る姿を感じていただけたらとの思いがありました。

　当日は実際に巡ってきた聖火を目の前にし、「こんな

田舎にも聖火が来たがや！」と感動したと同時に、“自

分の住む町が世界と繋がっている”と実感しました。

　私が走ることを知り、駆け付けてくれた職場の仲間

が、「実際に聖火リレーを観る前と後では世界が変わる

ね。」と話してくれました。同じ気持ちを感じていた私

は嬉しく思いました。

　聖火リレーサポートランナーとは地味で小さな役割

でしたが、今の自分にできることを通してみんなと繋

がれば、熱を共有することができ、新しいことを生み出

すことができる！これは特別なことではなく、誰もが

日々の中でできることなのではないか。そんなことを

気付かせてくれた一日でした。

　聖火リレーが与える力の大きさを感じました。

就労継続支援 A型事業所「SORA」　鍵山　貴志地域活動支援センター「南国」　永田　歩
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　利用者さんとは病気や事故で悲しい別れもありましたが、その時
に出来る精一杯のことを心掛け、みんなで心一つに努めてきました。
今思えばとても充実した日々でした。
　70 歳になり気力・体力の衰えを感じるようになりました。これからは、若い人に頑張ってもらい少し
ゆっくりしようと思っています。
　コロナ禍で、外出や帰宅が出来ない厳しい状況が続いていますが、皆で力を合わせて育成会を盛り立て
ていって下さい。行事や外出等楽しい生活が一日も早く戻ってくることを願っています。
　育成会の益々のご発展と皆様のご健康、ご活躍をお祈り致します。長い間、有難うございました。

多機能事業所「アオ」 管理者　上岡　敬
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　令和３年４月29日、多機能事業所「アオ」の新築落
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頂きこの日を迎える事ができました。利用者や保護者

（後援会）、職員他多くの思いが叶った瞬間でした。本当
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　先行して移転した中村通勤ホームとの連携による就

労・生活支援や、地域の障害者の就労の場としての役

割も大きく B 型支援での福祉就労はもちろんの事、就

労移行支援による一般就労や就労後の定着支援への一

体的な利用が期待できます。

　２階の会議室は今後、四万十市と協定を結び発災時

には四万十市福祉避難所（30名規模）として機能する

予定です。利用者が安心・安全に働ける、このように素

晴らしい建物ができましたので、これからも今以上に

中身を充実していかなければなりません。早く地域の

一員として認めて頂けるよう、そして障害者就労事業

所としての役割を全うできるよう、利用者・職員一丸

となって進んで参りますので、皆様、今後ともよろしく

お願い致します。

多機能事業所「アオ」竣工について
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経験がなく、初めての事だら
けで試行錯誤の毎日を過ごし
ています。先輩方に教わりな
がら、精進していきたいと思
います。

３寮　　平山　歩
　福祉の経験は無いですが、
前の営業職でのお客様対応を
活かして一日でも早く利用者
さんから信頼されるような職
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「煙草は吸わない
　　　けれど灰皿」上田泉

「パンのコーナー」笹岡政代

「百面相」宮田千代

「geometry」松岡昌美

「糸が立ったら」矢野仁一「どう見てもかぼちゃ」黒原清子

「銀河のかけら」鍵山雪絵

「宇宙の神様」笹岡政代

人生楽しんだ者勝ち！～笑顔で免疫UP～

　コロナ禍が続く中、パワーズ山田では少しでも皆さ
んに「笑顔を届けたい」「笑っていてほしい」「楽しみを
持って頂きたい」と思って日々活動を提供しています。
　ＧＷ前に「ハイキング＋お楽しみ会」を予定していま
したが…ノロウイルスの発生によりハイキングは中止
となりました。今回の感染症を受けて、日頃から何が大
切か？利用者の方々と話をすると、皆さんからは「手洗
い～」「うがい～」との声が多く上がりました。
　そこで、5月14日「手洗い学習」とハイキング時に
予定していた「お楽しみ会」を開催しました。看護師に
よる「手洗い学習」ではイラストによる説明と実践を行
い皆さん 85 点～
100 点の高得点を
頂きました。これか
らも意識的に手洗い
に取り組めるよう支
援していきます。

　「お楽しみ会」では職員のギター演奏などで、皆さん
笑顔あふれる楽しい時間を過ごすことが出来ました。
今回、改めて「手洗い」の重要性を感じました。
　免疫力を上げるには「規則正しい
食事」「良質な睡眠」「ストレスを
溜めない」「笑顔」が大切に
なってきます。
　今後も一人ひとりの声を大
切に笑顔あふれる活動を提供
していきたいと思います。

高知県庁に就職しました♪ 神野　望さん

　市立養護学校卒業後、作業所ひまわりを 6年間利用し、令和 3年 4月念願の
高知県庁障害福祉課に採用された神野望さんを紹介します。
　作業所ひまわりが運営するカフェゾネ県庁店は、熱心な仕事ぶりを職員の方
に見ていただけるアピールの場所です。
　就職して 2か月が経ち、ご本人にインタビューさせていただきました。

●Q. 仕事は慣れましたか？
　「慣れてはない。書類整理やシール貼り、シュレッダーかけ等、
　色 な々ことをせんといかんけど楽しい。忙しくて、時間が経つの
　が早い。」

●Q. 最初は緊張して疲れたと思いますが、
　　今はどうですか？
「職員の方が、親切で優しく教えてくれるので、頑張ろうと思う。
　大人になったね。出来るねと言ってくれた。うれしい。」

●Q.グループホームでの一人暮らしは、
　　すすんでいますか？
「グループホームで体験利用をして、気に入ったら
入居するよ。」

●Q. 就職して良かったですか？
「良かった。」

●Q. 夢がありますよね？教えてもらってもいいですか？
「一番は、大好きな BTS のコンサートにお母さんと一緒に
　行くこと。次に、県外の甥っ子に会いに行きたい。三つ目
　は、グループホームに入って一人暮らしをする。」

夢に向かって、一歩一歩前進している神野さん。いつまでも応援しているよ‼　作業所「ひまわり」職員一同

「パワーズ山田」　尾立　有里子

「お楽しみ会（楽しみました）」

「手洗い学習」
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就労支援事業収入 108,758,000 109,466,442 △ 708,442
障害福祉サービス等事業収入 1,488,078,000 1,490,107,629 △ 2,029,629
経常経費寄附金収入 1,366,000 2,744,930 △ 1,378,930
受取利息配当金収入 64,000 59,031 4,969
その他の収入 18,825,000 19,148,440 △ 323,440

事業活動収入計(1) 1,617,091,000 1,621,526,472 △ 4,435,472
人件費支出 1,041,841,165 1,027,152,920 14,688,245
事業費支出 160,786,450 151,971,044 8,815,406
事務費支出 164,017,200 149,690,950 14,326,250
就労支援事業支出 182,123,000 176,312,961 5,810,039
支払利息支出 1,484,000 1,476,191 7,809
その他の支出 624,000 571,830 52,170
流動資産評価損等による資金減少額 11,610 11,610 0

事業活動支出計(2) 1,550,887,425 1,507,187,506 43,699,919
66,203,575 114,338,966 △ 48,135,391

施設整備等補助金収入 146,454,000 147,211,650 △ 757,650
施設整備等寄附金収入 11,000,000 11,150,000 △ 150,000
設備資金借入金収入 69,000,000 69,000,000 0
固定資産売却収入 5,900 △ 5,900

施設整備等収入計(4) 226,454,000 227,367,550 △ 913,550
設備資金借入金元金償還支出 16,680,000 16,680,000 0
固定資産取得支出 310,445,000 307,470,708 2,974,292

施設整備等支出計(5) 327,125,000 324,150,708 2,974,292
△ 100,671,000 △ 96,783,158 △ 3,887,842

積立資産取崩収入 8,057,978 7,106,490 951,488
その他の活動による収入 412,000 412,000 0

その他の活動収入計(7) 8,469,978 7,518,490 951,488
積立資産支出 117,895,000 117,314,616 580,384
その他の活動による支出 155,000 155,000 0

その他の活動支出計(8) 118,050,000 117,469,616 580,384
△ 109,580,022 △ 109,951,126 371,104

予備費支出(10) 11,850,000 11,138,835
△ 711,165

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 155,186,282 △ 92,395,318 △ 62,790,964

前期末支払資金残高(12) 882,628,225 882,628,225 0
当期末支払資金残高(11)+(12) 727,441,943 790,232,907 △ 62,790,964

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)

―

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)
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就労支援事業収益 109,466,442 106,773,152 2,693,290
障害福祉サービス等事業収益 1,490,107,629 1,446,694,504 43,413,125
経常経費寄附金収益 2,744,930 1,901,117 843,813

サービス活動収益計(1) 1,602,319,001 1,555,368,773 46,950,228
人件費 1,029,963,718 975,308,846 54,654,872
事業費 150,538,477 144,494,018 6,044,459
事務費 149,693,210 146,829,990 2,863,220
就労支援事業費用 184,155,890 176,213,163 7,942,727
減価償却費 110,274,233 105,190,826 5,083,407
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 40,613,905 △ 38,606,565 △ 2,007,340
徴収不能額 11,610 11,610

サービス活動費用計(2) 1,584,023,233 1,509,430,278 74,592,955
18,295,768 45,938,495 △ 27,642,727

受取利息配当金収益 59,031 61,005 △ 1,974
その他のサービス活動外収益 19,133,090 8,602,518 10,530,572

サービス活動外収益計(4) 19,192,121 8,663,523 10,528,598
支払利息 1,476,191 1,571,000 △ 94,809
その他のサービス活動外費用 521,480 490,690 30,790

サービス活動外費用計(5) 1,997,671 2,061,690 △ 64,019
17,194,450 6,601,833 10,592,617
35,490,218 52,540,328 △ 17,050,110

施設整備等補助金収益 147,211,650 49,986,000 97,225,650
施設整備等寄附金収益 11,150,000 500,000 10,650,000
固定資産受贈額 134,200 134,200
固定資産売却益 5,899 5,899
その他の特別収益 676,924 1,236,876 △ 559,952

特別収益計(8) 159,178,673 51,722,876 107,455,797
基本金組入額 11,000,000 11,000,000
固定資産売却損･処分損 64,863 5 64,858
国庫補助金等特別積立金積立額 147,211,650 49,986,000 97,225,650
その他の特別損失 73,833 △ 73,833

特別費用計(9) 158,276,513 50,059,838 108,216,675
902,160 1,663,038 △ 760,878

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 36,392,378 54,203,366 △ 17,810,988
前期繰越活動増減差額(12) 1,483,061,276 1,434,954,858 48,106,418
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 1,519,453,654 1,489,158,224 30,295,430
基本金取崩額(14)
その他の積立金取崩額(15) 2,754,148 2,754,148
その他の積立金積立額(16) 110,000,000 6,096,948 103,903,052

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 1,412,207,802 1,483,061,276 △ 70,853,474

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)
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サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)
経常増減差額(7)=(3)+(6)

特別増減差額(10)=(8)-(9)
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部
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ス
活
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部
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越
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流動資産 1,058,125,198 994,729,449 63,395,749 流動負債 343,846,439 188,153,224 155,693,215
現金預金 641,649,315 735,420,282 △ 93,770,967 事業未払金 183,090,667 16,995,199 166,095,468
事業未収金 258,168,004 248,701,942 9,466,062 １年以内返済予定設備資金借入金 18,159,000 16,680,000 1,479,000
未収金 2,520 2,520 0 未払費用 74,626,639 73,328,065 1,298,574
未収補助金 145,999,188 951,510 145,047,678 預り金 3,120,263 10,736,947 △ 7,616,684
未収収益 16,859 17,704 △ 845 職員預り金 5,355,510 9,707,893 △ 4,352,383
商品・製品 58,806 22,143 36,663 前受金 0 190,120 △ 190,120
立替金 3,850,575 1,318,399 2,532,176 賞与引当金 59,494,360 60,515,000 △ 1,020,640
前払金 5,582 5,582
前払費用 6,146,486 6,062,973 83,513
仮払金 2,227,863 2,231,976 △ 4,113

固定資産 2,677,948,577 2,380,416,215 297,532,362 固定負債 352,329,919 299,282,364 53,047,555
 基本財産 1,869,880,952 1,710,882,957 158,997,995 設備資金借入金 278,586,000 227,745,000 50,841,000
土地 247,167,392 241,870,392 5,297,000 退職給付引当金 73,743,919 71,537,364 2,206,555
建物 1,622,713,560 1,469,012,565 153,700,995 696,176,358 487,435,588 208,740,770

 その他の固定資産 808,067,625 669,533,258 138,534,367
建物 17,788,055 20,955,116 △ 3,167,061 基本金 346,928,266 335,928,266 11,000,000
構築物 72,025,865 57,191,651 14,834,214 第１号基本金 308,912,982 297,912,982 11,000,000
機械及び装置 1,685,018 2,347,430 △ 662,412 第３号基本金 38,015,284 38,015,284 0
車輌運搬具 16,422,712 15,361,933 1,060,779 国庫補助金等特別積立金 723,661,669 618,866,706 104,794,963
器具及び備品 59,521,599 43,121,973 16,399,626 その他の積立金 557,099,680 449,853,828 107,245,852
権利 1,652,178 1,820,402 △ 168,224 人件費積立金 13,000,000 13,000,000 0
ソフトウェア 891,294 795,014 96,280 備品等購入積立金 1,599,000 1,599,000 0
投資有価証券 10,000 10,000 0 施設整備等積立金 531,000,000 421,000,000 110,000,000
退職給付引当資産 73,743,919 71,537,364 2,206,555 工賃変動積立金 3,965,800 4,573,000 △ 607,200
人件費積立資産 13,000,000 13,000,000 0 設備等整備積立金 7,534,880 9,681,828 △ 2,146,948
備品等購入積立資産 1,599,000 1,599,000 0 次期繰越活動増減差額 1,412,207,802 1,483,061,276 △ 70,853,474
施設整備等積立資産 531,000,000 421,000,000 110,000,000 (うち当期活動増減差額) 36,392,378 54,203,366 △ 17,810,988
工賃変動積立資産 3,965,800 4,573,000 △ 607,200
設備等整備積立資産 7,534,880 9,681,828 △ 2,146,948
差入保証金 3,733,000 3,990,000 △ 257,000
長期前払費用 3,019,255 2,107,737 911,518
リサイクル法預託金 475,050 440,810 34,240 3,039,897,417 2,887,710,076 152,187,341

3,736,073,775 3,375,145,664 360,928,111 3,736,073,775 3,375,145,664 360,928,111

資産の部
当年度末 前年度末 増減

負債の部
当年度末 前年度末 増減

資産の部合計

負債の部合計
純資産の部

純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

令
和
２
年
度 

社
会
福
祉
法
人 

高
知
県
知
的
障
害
者
育
成
会 
決
算
書

法人単位事業活動決算書

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

法人単位貸借対照表

法人単位資金収支決算書 ( 自 )令和 2年 4月 1日 (至 )令和 3年 3月31日( 自 ) 令和 2 年 4 月 1 日 ( 至 ) 令和 3 年 3 月 31日

令和 3 年 3 月 31日現在
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Topics / 最新の出来事轍【わだち】

2021年（令和 3年）7月 27日｜Vol.17
車が通ったあとに残る輪の跡と
いう意味から、「先人たちが築
いてきたものを大切にしなが
ら、未来へとつないでいく」と
いう思いを込めてつけました。
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取り組み報告

障害者の暮らしぶりを紹介

福祉で頑張る人たち

障害者の光る感性

支援者からのメッセージ

/
/
/
/

ご意見・ご感想
機関紙「わだち 轍」に関するご意
見・ご感想などございましたら、
下記連絡先までお寄せください。
いただいた貴重なご意見を今後の
機関紙づくりの参考とさせていた
だきたいと思います。

社会福祉法人 
高知県知的障害者育成会
TEL　088-855-3717
FAX　088-855-6181


